
５月の意向

Dear brothers and sisters of the Diocese of Fukuoka

I rejoice with you on the celebration of the Resurrection of the 
Lord.

When, trying to avoid the proliferation of the corona virus, almost 
all the activities of the church are stopped, I received a telephone 
call that surprised me. On the other end of the line was the 
Apostolic Nuncio, Msgr. Joseph Chennoth, announcing to me that 
the Holy Father Francis had decided to send me to the Diocese of 
Fukuoka. As you can guess, I was perplexed by the news. In any 
case, since the assignment was coming from the Holy Father and 
it was surely the result of an accurate process of discernment, my 
answer was, “yes, I accept”.

I did not have much connection with the Diocese of Fukuoka so far. 
Only last year I was asked to guide the yearly retreat to the clergy 
of the Diocese, and we were able to spend a few days together in 
prayer. However, from now on we shall journey together. Yes, I 
want to stress the word “together”. Please, let me walk together 
with you, keeping alive the journey of the Diocese of Fukuoka and 
being attentive to the present reality. I have a lot of things to learn, 
so I ask you to accompany me in this journey.

Why am I being sent to Fukuoka diocese? This is the question 
that I asked myself and most probably you are asking too. At the 
end, I decided to take this appointment as a call from the Lord. As 
we journey together, I am sure we will be able to enjoy our being 
together, to discern which are the main points we must prioritize 

and how to implement the mission entrusted to us. This is what I 
hope from the deepest of my heart. Responding to the grace of the 
visit of the Holy Father last November, let us try to bear the light 
of the Gospel in the midst of our society. 

Through the coat of arms I chose as bishop, I have tried to show 
my own understanding of this mission. Let me introduce it to you.

◆「キリストの愛に駆り立てられて」　(The love of Christ impels 
us). These words are taken from the Second letter of Paul to the 
Corinthians (2Cor 5:14). This is the very source of our Christian 
life and our missionary commitment. Our only aim is the Kingdom 
of God.
◆ The open book represents the Word of God which is the light 
that guides us.
◆ The pigeon represents both, the Holy Spirit and the desire for 
peace.
◆ The flames represent the Heart of Mary, filled by the Holy Spirit 
and by a great love for the people.

We have just celebrated the memory of the death and resurrection 
of Jesus during the Holy Week. Let the light of the resurrection 
guide us in our journey. We are going through a difficult time, but 
I am sure that joining our hearts and our capacities we will be able 
to overcome it. We are experiencing several restrictions because 
of the coronavirus. Nevertheless, I will try to transfer as soon as 
possible to Fukuoka and decide the future timetable.

I am looking forward to meeting you all. May the good Lord bless 
you. Fraternally in Christ,

Josep M. Abella
April 14, 2020

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
今

月
の
紙
面
は
２
面

構
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

福
岡
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
随

時
、新
し
い
情
報
、

教
区
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

アベイヤ司教の着座式は 5月上旬に一部関係
者のみで行い、新型コロナウイルス感染症の
動向を図り、可能なら 7月下旬に「福岡教区
司教就任感謝ミサ」を行う予定です。

　
４
月
14
日
（
火
）
午
後
７
時

（
ロ
ー
マ
時
間
同
日
正
午
）、
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
福
岡
教
区
司

教
に
大
阪
教
区
の
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ

イ
ヤ
補
佐
司
教
を
任
命
す
る
と
発

表
し
た
。
福
岡
教
区
は
２
０
１
９

年
４
月
27
日
の
宮
原
良
治
司
教
の

辞
任
か
ら
空
位
と
な
り
、
杉
原
寬

信
神
父
が
使
徒
座
管
理
者
を
務
め

て
い
た
。

　
任
命
発
表
と
同
時
に
ア
ベ
イ
ヤ

司
教
は
福
岡
教
区
民
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
（
下
記
に
全
文
掲
載
）、

戸
惑
い
つ
つ
も
「
主
の
呼
び
か
け

と
し
て
こ
の
派
遣
を
受
け
い
れ

る
」
と
し
、
教
区
民
に
は
「
共
に

歩
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
語
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
任
命
と

な
り
、
着
座
式
は
一
部
関
係
者
の

み
で
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
に

就
任
感
謝
ミ
サ
を
行
う
予
定
だ
。
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教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

　
あ
る
時
、
仲
間
同
志
で
山
に

登
っ
た
。
山
の
頂
に
は
小
さ
な
お

社
が
あ
っ
た
。
年
配
の
人
が
そ
れ

を
見
つ
け
、
駆
け
寄
り
、
手
を
合

わ
せ
た
。
す
る
と
、
数
人
の
仲
間

も
そ
れ
に
加
わ
っ
て
手
を
合
わ
せ

た
。
吾
輩
は
さ
す
が
に
手
を
合
わ

す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

心
で
は
「
素
晴
ら
し
い
自
然
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
神
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
は
す

べ
て
に
命
を
与
え
、
育
ん
で
く
だ

さ
い
ま
す
」
と
神
に
感
謝
し
、
賛

美
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
施
設
で
「
み
な
さ
ん
、

神
様
と
マ
リ
ア
様
に
ご
挨
拶
し
ま

し
ょ
う
。
神
様
、
マ
リ
ア
様
、
お

早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
一
日

お
守
り
く
だ
さ
い
」「
今
日
も
一

日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
し
お
間
違
い
で
神
様
を
悲
し
ま

せ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
お
許
し
く
だ

さ
い
。
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
い
う
祈
り
を
唱
え
る

同
僚
の
ほ
と
ん
ど
は
未
洗
者
な
の

だ
が
、
ど
こ
に
い
て
も
神
様
が
祭

ら
れ
て
い
る
所
（
キ
リ
ス
ト
教
会

で
な
く
て
も
）
で
は
手
を
合
わ
せ

る
と
い
う
宗
教
心
が
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
た
。
そ
の
同
僚
達
の
心

に
は
、「
マ
リ
ア
様
も
神
様
の
一

人
」と
い
う
感
覚
が
あ
る
よ
う
だ
。

汎
神
論
的
な
部
分
は
否
め
な
い
▼

私
た
ち
は
、「
マ
リ
ア
様
は
神
様

の
お
母
さ
ん
で
は
あ
る
が
、
神
様

で
は
な
い
。
マ
リ
ア
様
は
神
様
に

最
も
近
い
方
で
、
私
た
ち
の
祈
り

を
受
け
入
れ
、
神
様
に
届
け
て
く

だ
さ
る
方
、『
取
り
次
ぎ
手
』『
仲

介
者
』
と
し
て
私
た
ち
の
近
く
に

い
て
く
だ
さ
る
方
」
と
し
て
教
え

ら
れ
る
。
マ
リ
ア
様
へ
は
礼
拝
で

は
な
く
、
崇
敬
が
行
わ
れ
、
感
謝

と
賛
美
が
捧
げ
ら
れ
る
。
5
月
は

「
聖
母
月
」
で
あ
る
。
神
で
あ
り
、

人
で
あ
る
イ
エ
ス
と
苦
楽
を
共
に

さ
れ
た
マ
リ
ア
様
に
天
国
に
入
る

た
め
の
恵
み
を
取
り
次
い
で
い
た

だ
こ
う
。（
S
）

【
福
音
宣
教
】
助
祭
の
た
め
に

【
日
本
の
教
会
】
召
命

　
主
の
ご
復
活
の
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ご
う
と
し
て
、
教
会
の

活
動
は
ほ
と
ん
ど
ス
ト
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
中
で
、
思
い
が
け
な
い
電

話
が
か
か
っ
て
来
ま
し
た
。
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
私
を
福
岡
教
区

に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
た

と
、
電
話
の
向
こ
う
側
で
教
皇
大

使
ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大

新
司
教
任
命
、「
一
緒
に
」
歩
み
た
い

福
岡
教
区
長
に
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教

司
教
は
仰
い
ま
し
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
深
い
戸
惑
い
を
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
、
教
皇
様
か
ら
の

派
遣
で
す
し
、
き
っ
と
丁
寧
な
識

別
の
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
だ
ろ
う
と

考
え
て
、「
は
い
、分
か
り
ま
し
た
」

と
答
え
た
の
で
す
。

　
福
岡
教
区
と
ほ
と
ん
ど
関
わ
り

の
な
か
っ
た
私
は
、
昨
年
の
教
区

司
祭
の
年
の
黙
想
会
の
指
導
を
頼

ま
れ
て
、
祈
り
の
う
ち
一
週
間
を

共
に
過
ご
し
た
だ
け
で
す
。
こ
の

私
は
、
こ
れ
か
ら
皆
様
と
一
緒
に

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
一
緒

に
」
を
強
調
し
た
い
の
で
す
。
今

ま
で
の
福
岡
教
区
の
歩
み
を
踏
ま

え
て
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
心
に

留
め
て
、
共
に
歩
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
皆
様
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ど
う
し
て
私
が
派
遣
さ
れ
た
か

と
、
私
も
皆
様
も
考
え
る
で
し
ょ

う
が
、
私
は
主
の
呼
び
か
け
と
し

て
こ
の
派
遣
を
受
け
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
知
り
合
っ

て
い
く
中
で
私
た
ち
は
、
共
に
い

る
こ
と
を
喜
び
、
教
会
と
し
て
大

事
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
識
別

し
、
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら

与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
私
の
心
か
ら
の
望

み
は
こ
れ
で
す
。
昨
年
の
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
訪
日
を
受
け
て
、

日
本
の
現
代
社
会
の
う
ち
に
福
音

の
光
を
と
も
し
ま
し
ょ
う
。

　
私
の
司
教
の
紋
章
を
通
し
て
、

私
に
与
え
ら
れ
た
司
教
と
し
て
の

使
命
を
表
し
て
み
ま
し
た
。
皆
様

に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
「
キ
リ
ス
ト
の
愛
に
駆
り
立
て

ら
れ
て
」。
パ
ウ
ロ
の
コ
リ
ン
ト

の
教
会
へ
の
第
二
の
手
紙
の
５
章

14
節
で
す
。
私
た
ち
の
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
生
き
方
の
源
泉
で
あ

り
、
福
音
宣
教
の
原
動
力
で
す
。

「
神
の
国
」
の
他
に
、
目
的
と
す

る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
開
か
れ
て
い
る
本
は
、
神
の
み

こ
と
ば
で
す
。
私
た
ち
の
歩
み
を

照
ら
し
導
く
こ
と
ば
で
す
。

◆
鳩
は
、
聖
霊
を
表
し
、
平
和
へ

の
願
い
を
も
表
し
て
い
ま
す
。

◆
炎
は
、聖
霊
に
満
た
さ
れ
、人
々

へ
の
愛
に
満
ち
て
い
る
マ
リ
ア
様

の
心
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
聖
週
間
で
、
イ
エ
ス
の
死
と
復

活
を
記
念
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
愛
の
神
秘
に
照
ら
さ
れ
て
歩

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大

変
な
ひ
と
と
き
で
す
が
、
心
を
一

つ
に
し
て
、
皆
が
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
ど
ん
な
困
難
を
も
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
色
々
な
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
い
う
ち
に
福
岡
に
移
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
日
程
を
決
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
長
い
間
福
岡
教
区
の
牧
者
と
し

て
勤
め
ら
れ
た
宮
原
良
治
司
教

様
、
ま
た
、
こ
の
一
年
間
使
徒
座

管
理
者
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
杉
原

寛
信
神
父
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
上
に
神

様
の
豊
か
な
祝
福
を
祈
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
14
日

＋
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ

　

４
月
14
日
（
復
活
の
火
曜
日
）、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
を
福
岡
教
区
司
教
に
任
命
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
不
安
と
閉
塞
感
が
広
が
る
中
、
福
岡
教
区
民
の
間
に
大

き
な
喜
び
の
声
が
こ
だ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ

 

「
ペ
ト
ロ
と
ヨ
ハ
ネ
の
大
胆
な
態
度
（
使
徒
言
行

録
４
章
13-

21
節
）
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
？
こ
れ
は
聖
霊
の
た
ま
も
の
で
す
。

こ
の
大
胆
な
態
度
、
つ
ま
り
勇
気
は
聖
霊
降
臨
の

日
に
、
主
が
与
え
て
く
だ
さ
る
た
ま
も
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
者
の
使
命
は
、
こ
の
聖
霊
の
た
ま
も
の

か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。」 

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
よ
り
）

ヨゼフ・マリア・アベイヤ司教　略歴

1949年11月 3日　スペイン生まれ
 　クラレチアン宣教会入会
 バルセロナで哲学・神学を学ぶ
1972年12月 8日　終生誓願
1973年 　来日
1975年 7月12日　スペインで司祭叙階
 名古屋教区、大阪教区で司牧
1981年〜1991年　同会日本管区管区長
1991年〜2003年　同会ローマ本部、福音化委
 　員会委員長
2003年〜2015年　同会総長
2015年 日本に戻り、大阪教区で司牧
2018年 6月 2日　大阪教区補佐司教に任命
2018年 7月16日　司教叙階
2020年 4月14日　福岡教区司教に任命

ヨゼフ・アベイヤ司教

アベイヤ司教の司教紋章

福
岡
教
区
の

 

兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ま
へ

http://fukuoka.
catholic.jp/

※ベトナム語訳は教区ホームページに掲載されています。

Message from Bp. Josep Maria Abella



痛みの相談室

いくま整骨院
受
付
時
間

平日：  9:30 ～ 12:00
　　  14:30 ～ 20:00
土曜：  9:30 ～ 15:00
休診：日曜・祝祭日

福岡市西区姪浜駅南 1-7-12 -2F
℡ 092-884-0134
ペトロ 生熊公吉

2019 年「聖職者による未成年者への性虐待
の対応に関するアンケート」調査報告と課題

　日本カトリック司教協議会は、日本における「聖

職者による性虐待の実態調査」について同協議会

会長の髙見三明大司教の下記の言葉と共に、調査

報告を公開した。カトリック中央協議会のホーム

ページに全文が掲載されている。

https://www.cbcj.catholic.jp/
--------------------------------------------------------

　わたしたち司教団は、2002 年以来、日本における「聖
職者による性虐待の実態調査」を実施してきました。状
況把握の困難や調査方法の不備などのため、報告が大変
遅くなりましたが、この度、その結果を公表することに
しました。
　この機会を借りて、日本のカトリック教会における責
任者として、被害者と関係者の方々に深くお詫びいたし
ます。
　この調査報告には、教会が抱えている問題、そして今
後取り組まなければならない課題が多く含まれており、
引き続き、真の実態把握への努力を続けていく所存です。
　何よりも、わたしたちはこの結果を真摯に受け止め、
このようなことを二度と起こさないよう再発防止に全力
を尽くす覚悟です。
　皆様方のお祈りとご協力をお願いいたします。

2020 年 3 月 13 日　性虐待被害者のための祈りと償いの日
日本カトリック司教協議会会長
髙見三明大司教（長崎大司教区）

総合建築業
・一般住宅（新築・改築工事）
・鉄骨工事　　　・ＲＣ工事

建築の事なら何でもお気軽にご相談ください

有限
会社 森山工務店

ヨゼフ　森山新太郎

福岡市早良区四箇1丁目15番28号
☎（092）811−7265

福岡プライマリケア訪問看護ステーション

自宅で療養されている方、在宅で看取りたい
方 ､ 精神障害の方など ､ 病気について、介護
方法について専門的指導や援助が必要な方は
ご相談ください ｡
費用は医療 ､ 介護保険でのご利用になります。

春日市天神山 7-91　TEL&FAX 092-517-6313
福岡プライマリケア株式会社　代表 : エリザベト熊谷

平日／ＡＭ１０時３０分～ＰＭ５時
日曜／ＡＭ１１時～ＰＭ２時（定休日 水曜・祝日）

ヴィノ デ ミサ

ご用命　お問い合せは

スイートタイプ （赤）（白）

〒815-0082　福岡市南区大楠2丁目4番8号

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

互助会制度もご利用できます。

カトリック御受難修道会・福岡黙想の家
811-4155  宗像市名残1056-1　Tel 0940-32-3222（9:30～16:30）
Fax 0940-32-3385　E-メール　f-mokuso@fmokusou.com
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２
０
２
０
年
４
月
号
２
面
「
司

祭
人
事
異
動
」
で
記
載
漏
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
、

新型コロナウイルスの感染の終息を
　　　　　　　　　　　お祈りしております。

「光を造り、闇を創造し
平和をもたらし、災いを創造する者。
わたしが主、これらのことをするものである。」

旧約聖書　イザヤ書 45 章７節

カリタスジャパン
「新型コロナウイルス感染症緊急募金」受付開始
　2019 年末から世界中で猛威を奮っている新型コロナウ

イルス感染症（COVID-19）の感染拡大に伴い、カリタス

ジャパンでは緊急支援募金を開始しました。集まった募

金は国内外において必要な支援に使用されます。詳細は

カリタスジャパンのホームページをご確認ください。

https://www.caritas.jp/
郵便振替：００１７０－５－９５９７９
加入者名：宗教法人カトリック中央協議会　カリタスジャパン
＊記入欄に「新型コロナ緊急募金」と明記してください。
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追
記
い
た
し
ま
す
。
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案　内　板　　会合と催し ５月のこよみ

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

信じる喜びから
伝える喜びへ年間目標

 2日（土）  聖アタナシオ司教教会博士

 3日（日）  復活節第４主日／世界召命祈願の日

 6日（水）  †E.デイキン（2005年 人吉教会）

 7日（木）  †トマス須賀澤公男（2016年 フランシスコ会）

  †T.キルケニー（2018年 聖コロンバン会）

10日（日）  復活節第５主日

13日（水）  †R.ハー（2013年 古賀・光丘教会）

14日（木）  聖マチア使徒　†J.フィネティ（2001年 美野島）

15日（金）  †G.ケルクマン（2018年 泰星学園）

16日（土）  †ミカエル中浜一男（2005年 浄水通教会・事務局長）

17日（日）  復活節第６主日／世界広報の日（献金）

21日（木）  †J.マカティ（2019年 笹丘教会）

24日（日）  主の昇天（復活節第７週）

25日（月）  †L.グロージャン（2006年 八王子）

26日（火）  聖フィリポ・ネリ司祭

31日（日）  聖霊降臨の主日

【6月】
 1日（月）  教会の母聖マリア

 2日（火）  †ヨセフ松永久次郎司教（2006年）

 3日（水）  聖カロロ・ルワンガと同志殉教者

  †V.マテオ（2002年 御受難修道会）

 7日（日）  三位一体の主日　†P.ダイヤモンド（2006年）

※感染症の状況によっては集いが中止となる場合もあり
ますので、お問合せ下さい。
年間テーマ：「祈り」最高の神秘体験として

  　　　ご聖体の秘跡を戴いてキリストと出会う

日　　　時：5月14日（木）10時〜15時
内　　　容：「聖霊に生かされて歩む」

指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：6月11日（木）「キリストの現存の秘跡」

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -

カテドラルでのゆるしの秘跡
　時間を定めた形でのゆるしの秘跡は現在行っており

ませんが、司祭にご相談ください。

集いの案内について

　５月の集いの案内は感染症の動向が見通せない状況
にありますので、掲載いたしません。ご了承ください。

５月３日　世界召命祈願の日
５月17日　世界広報の日（献金）
５月24日　主の昇天
５月31日　聖霊降臨の主日
６月１日　教会の母聖マリア

　
キ
リ
ス
ト
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
、
み
こ
と
ば
に
よ
っ
て
養
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
神

の
こ
と
ば
を
読
み
、
こ
れ
に
耳
を

傾
け
る
た
め
の
特
別
に
優
れ
た
場

は
、
典
礼
で
す
。
し
か
も
、
多
く

の
キ
リ
ス
ト
信
者
に
と
っ
て
、
み

こ
と
ば
と
出
会
う
主
な
機
会
は
主

日
の
ミ
サ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

主
日
の
感
謝
の
祭
儀
の
中
で
、
心

か
ら
喜
び
を
も
っ
て
み
こ
と
ば
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、

み
こ
と
ば
の
典
礼
に
最
大
限
の
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
朗
読
さ
れ
る
箇
所
と
説
教
が

は
っ
き
り
と
、
よ
く
聞
こ
え
る
よ

う
に
、
マ
イ
ク
が
欠
か
せ
な
い
道

具
で
す
。
マ
イ
ク
が
正
し
く
機
能

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、

み
こ
と
ば
の
典
礼
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
朗
読
者
と
説
教
者

に
と
っ
て
は
み
こ
と
ば
を
伝
え
る

た
め
に
、
会
衆
者
に
と
っ
て
は
み

こ
と
ば
を
よ
く
聴
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
道
具
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
位
置
は
適
当
か
、
ス
イ
ッ
チ

が
入
っ
て
い
る
か
、
音
量
は
十
分

に
調
整
さ
れ
て
い
る
か
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
の
電
池
等
、
準
備
と
そ
の
確

認
は
典
礼
の
奉
仕
の
一
環
で
す
。

　
み
こ
と
ば
の
朗
読
と
同
様
に
説

教
も
典
礼
の
一
部
で
大
事
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
司
祭
に
と
っ
て
、

司
式
す
る
奉
仕
の
中
、
準
備
を
は

じ
め
説
教
す
る
こ
と
も
重
大
な
役

目
で
、
責
任
も
伴
う
奉
仕
な
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
説
教
を
聞
こ
う
と

し
て
い
る
人
た
ち
は
、
福
音
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
対
し
て
希
望
、
慰
め
、

励
ま
し
の
こ
と
ば
を
願
望
し
、
求

め
て
お
り
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
み
こ
と
ば
は
説
教
を
通
し

て
現
代
化
さ
れ
、
聞
き
手
へ
の
呼

び
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
司
祭
に
は
説
教
を
作
る
責
任
が

あ
れ
ば
、
信
徒
に
は
説
教
を
聴
く

責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
具
体
的
に
前
も
っ
て
、

当
日
の
朗
読
を
読
ん
で
お
く
、
説

教
を
積
極
的
な
態
度
で
聴
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ど
の
説
教

か
ら
も
信
仰
生
活
の
た
め
の
ヒ
ン

ト
や
導
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　
去
年
の
11
月
か
ら
有
志
司
祭
に

よ
る
「
主
日
の
音
声
説
教
」
が
教

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。説
教
者
は
週
替
わ
り
で
、

様
々
な
事
情
で
教
会
に
来
れ
な
い

方
の
た
め
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

公
開
の
ミ
サ
中
止
の
現
在
、
司
祭

と
信
徒
に
と
っ
て
大
切
な
交
わ
り

の
一
環
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
楽

し
み
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

世
界
広
報
の
日
（
５
月
17
日
）
に
あ
た
り

説
教
を
作
る
者
も
説
教
を
聞
く
者
も

み
こ
と
ば
に
傾
聴

レ
ナ
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ニ
神
父

　
　

（
教
区
養
成
教
化
委
員
会
委
員
長
）

←福岡教区
主日の音声説
教のページ

http://fukuoka.catholic.jp/voice

　
フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守

る
日
々
。
復
活
節
に
読
ま
れ
る
使
徒

言
行
録
か
ら
「
一
緒
に
」
の
黙
想
を

深
め
た
い
。
シ
ャ
ロ
ー
ム
！
（
C
）


